
城南島第1事業所：当月（令和5年4月1日～令和5年9月30日）

産業廃棄物

83,830.080 t 39,407.391 t

600.000 t 0.000 t 95.543 t

14,381.440 t 販売：再生砕石

t

28,096.290 t 件

58,219.020 t

989.571 t 70.550 t 売却：金属くず

ｔ

3,164.679 t 43.680 t ｔ

ｔ

3,817.323 t

1.970 t

二次処理処理委託：混合廃棄物（廃プラ等）

500.000 t 44,452.780 t 471.600 t ｔ 96.000 m3

ｔ 72.000 m3

ｔ

662.691 t

0.000 t 392.000 t 16.720 t

処理委託：汚泥（セメント原料として再資源化）　※公表時は匿名

0.000 t ％

11,196.871 t 2,299.740 19.0

5,397.160 44.6

4,400.110 36.4

11,227.650 t 989.571 t 100.0

0.000 t 112.619 t 0.000 t

汚染土壌

146,657.880 t 148,425.080 t

※汚泥

0.000 t 4,065.816 t 2,098.000 t 16.720 t

1,758.240 t

処理委託：改質土　※公表時は匿名

％

1,921.520 1.3

2,746.400 t 148,425.080 t 11,246.080 7.6

F社 0.000 0.0

H社 1,254.430 0.9

I社 13,602.520 9.2

　　↑ J社 4,403.730 3.0

3,164.679 t K社 0.000 0.0

3,817.323 t L社 2,950.980 2.0

142,153.240 t O社 91,478.320 62.0

N社 296.870 0.2

P社 4,189.990 2.8

707.000 t 1,460.000 t 1,500.360 1.0

2,865.540 t その他埋戻し 14,680.140 10.0

100.0

搬出量
搬出先：用途他

減量

(c)がれき類へ 自社破砕プラントで破砕後、再生砕石として建設
会社、建材商社に売却。

セメントメーカーに、中間処理委託。セメント原料
（粘土代替）としてセメントに再生。

ｔ

処分前保管量（繰越） 処分後保管量（繰越）

主として、セメントメーカーにセメント原料（粘土代
替）として再処理委託。
一部は、管理型埋立処分場の覆土材として再処
理委託。

搬出先

改質土（汚染土壌等） D社

E社

自社処分

汚染土壌

許可数量

(浄化等処理施設）
不溶化：1,440m3日

(分別等処理施設）
異物除去： 1,920m3/

日含水率調整：
1,440m3/日
150m3/日

基準不適合土壌
(a)破砕施設発生から

受入量
処分前保管量 処分 処分後保管量

処分前保管量 工場内使用物 処分後保管量

D社

※汚染土壌

処分前保管量（繰越） 減量 処分後保管量（繰越）

12,097.010

汚泥 セメントメーカーに、中間処理委託。セメント原料
（粘土代替）としてセメントに再生。

搬出先 ｔ

E社

(b)がれき類へ 自社破砕プラントで破砕後、再生砕石として建設
会社、建材商社に売却。

F社

汚泥：合計

自社処分

工場内使用物

処分前保管量 処分後保管量

許可数量

造粒固化（汚泥）
1,440ｍ３/日

汚泥

C社 24.960

G社 18.720

混廃：計 43.680

処分前保管量（繰越） 残土 処分後保管量（繰越）
搬出先

搬出先

(c)浄化等施設から 異物（混合廃棄物） 混廃系中間処理業者に処理委託、
100％リサイクル。

A社 70.550

B社 0.000

金属くず：計 70.550
(a)汚染土壌処理工程へ 含水率調整のため、

自社汚染土壌処理施設へ

再生砕石：計 28096.290

搬出現場件数 266

↑

金属くず
スクラップ業者に鉄鋼原料等として売却。

ガラスくず、
コンクリートくず
及び陶磁器くず

※受入量と搬出量との差の大部分は、「ガラ混じり残土：がれき類」から分別し
た残土部分を減量としてカウントしていることによります。

処分前保管量 工場内使用物 処分後保管量

Q社

改良土：合計 147,524.940

搬出先：用途他
受入量

処分前保管量 処分 処分後保管量
搬出量

自社処分

がれき類

許可数量

破砕(がれき類等）
　　4,080ｔ/日

再生砕石
建設会社、建材商社へ再生砕石として売却。

↑

(b)汚泥処理から



城南島第1事業所：当月（令和5年9月1日～令和5年9月30日）

産業廃棄物

10,713.490 t 4,304.610 t

750.000 t 0.000 t 634.667 t

3,065.200 t 販売：再生砕石

t

4,296.810 t 件

7,648.290 t

0.000 t 0.000 t 売却：金属くず

ｔ

129.620 t 7.800 t ｔ

ｔ

736.907 t

0.000 t

二次処理処理委託：混合廃棄物（廃プラ等）

500.000 t 6,214.660 t 471.600 t ｔ 12.000 m3

ｔ 18.000 m3

ｔ

0.000 t

0.000 t 0.000 t

処理委託：汚泥（セメント原料として再資源化）　※公表時は匿名

0.000 t ％

0.000 t 0.000 0.0

399.640 39,964.0

500.500 50,050.0

0.000 t 0.000 t 90,014.0

0.000 t 0.000 t 0.000 t

汚染土壌

25,924.080 t 28,769.760 t

1,546.000 t 821.380 t 2,264.000 t

0.000 t

処理委託：改質土　※公表時は匿名

％

0.000 0.0

0.000 t 28,769.760 t 346.560 1.2

F社 0.000 0.0

H社 0.000 0.0

I社 3,102.040 11.1

　　↑ J社 639.110 2.3

129.620 t K社 0.000 0.0

736.907 t L社 1,650.360 5.9

25,924.080 t O社 18,591.420 66.7

N社 296.870 1.1

P社 0.000 0.0

707.000 t 1,460.000 t Q社 0.0

225.987 t その他埋戻し 3,243.260 11.6

100.0

搬出先：用途他
受入量

処分前保管量 処分 処分後保管量
搬出量

自社処分

がれき類

許可数量

破砕(がれき類等）
　　4,080ｔ/日

再生砕石
建設会社、建材商社へ再生砕石として売却。

↑

(b)汚泥処理から 金属くず
スクラップ業者に鉄鋼原料等として売却。

ガラスくず、
コンクリートくず
及び陶磁器くず

※受入量と搬出量との差の大部分は、「ガラ混じり残土：がれき類」から分別し
た残土部分を減量としてカウントしていることによります。

処分前保管量 工場内使用物 処分後保管量

再生砕石：計 4296.810

搬出現場件数 40

↑

処分前保管量（繰越） 残土 処分後保管量（繰越）
搬出先

搬出先

(c)浄化等施設から 異物（混合廃棄物） 混廃系中間処理業者に処理委託、
100％リサイクル。

A社
0.000

B社 0.000

金属くず：計 0.000
(a)汚染土壌処理工程へ 含水率調整のため、

自社汚染土壌処理施設へ

C社 3.120

G社 4.680

混廃：計 7.800

自社処分

工場内使用物

処分前保管量 処分後保管量

許可数量

造粒固化（汚泥）
1,440ｍ３/日

汚泥 E社

(b)がれき類へ 自社破砕プラントで破砕後、再生砕石として建設
会社、建材商社に売却。

F社

汚泥：合計 900.140

汚泥 セメントメーカーに、中間処理委託。セメント原料
（粘土代替）としてセメントに再生。

搬出先 ｔ

D社

処分前保管量（繰越） 減量 処分後保管量（繰越）

受入量
処分前保管量 処分 処分後保管量

搬出量
搬出先：用途他

処分前保管量 工場内使用物 処分後保管量

自社処分

汚染土壌

許可数量

(浄化等処理施設）
不溶化：1,440m3日

(分別等処理施設）
異物除去： 1,920m3/

日含水率調整：
1,440m3/日
150m3/日

基準不適合土壌
(a)破砕施設発生から

主として、セメントメーカーにセメント原料（粘土代
替）として再処理委託。
一部は、管理型埋立処分場の覆土材として再処
理委託。

搬出先

改良土：合計

ｔ

改質土（汚染土壌等） D社

E社

27,869.620

0.000減量

(c)がれき類へ 自社破砕プラントで破砕後、再生砕石として建設
会社、建材商社に売却。

処分前保管量（繰越） 処分後保管量（繰越）



城南島第1事業所：当月（令和5年8月1日～令和5年8月31日）

産業廃棄物

12,741.440 t 4,767.350 t

800.000 t 0.000 t 795.346 t

1,978.910 t 販売：再生砕石

t

3,754.290 t 件

10,746.140 t

0.820 t 4.320 t 売却：金属くず

ｔ

94.719 t 6.240 t ｔ

ｔ

1,400.808 t

0.000 t

二次処理処理委託：混合廃棄物（廃プラ等）

750.000 t 7,865.610 t 634.667 t ｔ 12.000 m3

ｔ 12.000 m3

ｔ

326.352 t

661.000 t 0.000 t

処理委託：汚泥（セメント原料として再資源化）　※公表時は匿名

0.000 t ％

1,002.500 t 500.410 50,041.0

0.000 0.0

502.090 50,209.0

16.390 t 0.820 t 100,250.0

0.000 t 0.422 t 0.000 t

汚染土壌

23,979.590 t 23,910.670 t

885.000 t 239.548 t 1,711.000 t

85.210 t

処理委託：改質土　※公表時は匿名

％

0.000 0.0

0.000 t 23,910.670 t 2,655.860 11.1

F社 0.000 0.0

H社 0.000 0.0

I社 1,153.490 4.8

　　↑ J社 404.680 1.7

94.719 t K社 0.000 0.0

1,400.808 t L社 0.000 0.0

23,894.380 t O社 15,537.530 65.0

N社 0.000 0.0

P社 0.000 0.0

1,546.000 t 2,264.000 t Q社 0.0

400.557 t その他埋戻し 2,658.750 11.1

100.0

搬出先：用途他
受入量

処分前保管量 処分 処分後保管量
搬出量

自社処分

がれき類

許可数量

破砕(がれき類等）
　　4,080ｔ/日

再生砕石
建設会社、建材商社へ再生砕石として売却。

↑

(b)汚泥処理から 金属くず
スクラップ業者に鉄鋼原料等として売却。

ガラスくず、
コンクリートくず
及び陶磁器くず

※受入量と搬出量との差の大部分は、「ガラ混じり残土：がれき類」から分別し
た残土部分を減量としてカウントしていることによります。

処分前保管量 工場内使用物 処分後保管量

再生砕石：計 3754.290

搬出現場件数 43

↑

処分前保管量（繰越） 残土 処分後保管量（繰越） 搬出先

搬出先

(c)浄化等施設から 異物（混合廃棄物） 混廃系中間処理業者に処理委託、
100％リサイクル。

A社 4.320

B社 0.000

金属くず：計 4.320

(a)汚染土壌処理工程へ 含水率調整のため、
自社汚染土壌処理施設へ

C社 3.120

G社 3.120

混廃：計 6.240

自社処分

工場内使用物

処分前保管量 処分後保管量

許可数量

造粒固化（汚泥）
1,440ｍ３/日

汚泥 E社

(b)がれき類へ 自社破砕プラントで破砕後、再生砕石として建設
会社、建材商社に売却。

F社

汚泥：合計 1,002.500

汚泥 セメントメーカーに、中間処理委託。セメント原料
（粘土代替）としてセメントに再生。

搬出先 ｔ

D社

処分前保管量（繰越） 減量 処分後保管量（繰越）

受入量
処分前保管量 処分 処分後保管量

搬出量
搬出先：用途他

処分前保管量 工場内使用物 処分後保管量

自社処分

汚染土壌

許可数量

(浄化等処理施設）
不溶化：1,440m3日

(分別等処理施設）
異物除去： 1,920m3/

日含水率調整：
1,440m3/日
150m3/日

基準不適合土壌
(a)破砕施設発生から

主として、セメントメーカーにセメント原料（粘土代
替）として再処理委託。
一部は、管理型埋立処分場の覆土材として再処理
委託。

搬出先

改良土：合計

ｔ

改質土（汚染土壌等） D社

E社

23,910.670

1,500.360減量

(c)がれき類へ 自社破砕プラントで破砕後、再生砕石として建設
会社、建材商社に売却。

処分前保管量（繰越） 処分後保管量（繰越）



城南島第1事業所：当月（令和5年7月1日～令和5年7月31日）

産業廃棄物

20,043.450 t 6,145.910 t

800.000 t 0.000 t 785.718 t

2,714.400 t 販売：再生砕石

t

4,645.510 t 件

15,169.100 t

107.998 t 36.540 t 売却：金属くず

ｔ

195.388 t 7.800 t ｔ

ｔ

588.998 t

0.000 t

二次処理処理委託：混合廃棄物（廃プラ等）

800.000 t 12,898.410 t 795.346 t ｔ 18.000 m3

ｔ 12.000 m3

ｔ

64.799 t

86.000 t 0.000 t

処理委託：汚泥（セメント原料として再資源化）　※公表時は匿名

0.000 t ％

1,456.060 t 799.940 79,994.0

355.230 35,523.0

300.890 30,089.0

2,159.950 t 107.998 t 145,606.0

661.000 t 85.691 t 0.000 t

汚染土壌

25,079.480 t 24,124.280 t

312.000 t 473.831 t 802.000 t

1,673.030 t

処理委託：改質土　※公表時は匿名

％

0.000 0.0

516.030 t 24,124.280 t 2,225.860 9.2

F社 0.000 0.0

H社 0.000 0.0

I社 2,716.140 11.3

　　↑ J社 798.850 3.3

195.388 t K社 0.000 0.0

588.998 t L社 700.560 2.9

22,890.420 t O社 15,881.730 65.8

N社 0.000 0.0

P社 0.000 0.0

885.000 t 1,711.000 t その他埋戻し 1,801.140 7.5

340.641 t 100.0

搬出先：用途他
受入量

処分前保管量 処分 処分後保管量
搬出量

自社処分

がれき類

許可数量

破砕(がれき類等）
　　4,080ｔ/日

再生砕石
建設会社、建材商社へ再生砕石として売却。

↑

(b)汚泥処理から 金属くず
スクラップ業者に鉄鋼原料等として売却。

ガラスくず、
コンクリートくず
及び陶磁器くず

※受入量と搬出量との差の大部分は、「ガラ混じり残土：がれき類」から分別し
た残土部分を減量としてカウントしていることによります。

処分前保管量 工場内使用物 処分後保管量

再生砕石：計 4645.510

搬出現場件数 49

↑

処分前保管量（繰越） 残土 処分後保管量（繰越）
搬出先

搬出先

(c)浄化等施設から 異物（混合廃棄物） 混廃系中間処理業者に処理委託、
100％リサイクル。

A社
36.540

B社 0.000

金属くず：計 36.540
(a)汚染土壌処理工程へ 含水率調整のため、

自社汚染土壌処理施設へ

C社 4.680

G社 3.120

工場内使用物

処分前保管量 処分後保管量

自社処分

汚泥

汚泥

D社

E社

(b)がれき類へ 自社破砕プラントで破砕後、再生砕石として建設
会社、建材商社に売却。

F社

汚泥：合計

セメントメーカーに、中間処理委託。セメント原料
（粘土代替）としてセメントに再生。

自社処分

処分前保管量（繰越） 減量 処分後保管量（繰越）

受入量
処分前保管量 処分 処分後保管量

汚染土壌

許可数量

(浄化等処理施設）
不溶化：1,440m3日

(分別等処理施設）
異物除去： 1,920m3/

日含水率調整：
1,440m3/日
150m3/日

主として、セメントメーカーにセメント原料（粘土代
替）として再処理委託。
一部は、管理型埋立処分場の覆土材として再処
理委託。

搬出先

改質土（汚染土壌等） D社

E社

基準不適合土壌
(a)破砕施設発生から

処分前保管量（繰越） 処分後保管量（繰越）

減量

混廃：計 7.800

処分前保管量 工場内使用物 処分後保管量

許可数量

造粒固化（汚泥）
1,440ｍ３/日

改良土：合計 24,124.280

(c)がれき類へ 自社破砕プラントで破砕後、再生砕石として建設
会社、建材商社に売却。

ｔ

搬出量
搬出先：用途他

搬出先 ｔ

1,456.060



城南島第1事業所：当月（令和5年6月1日～令和5年6月30日）

産業廃棄物

21,823.420 t 10,807.700 t

50.000 t 0.000 t 37.777 t

2,977.220 t 販売：再生砕石

t

5,783.320 t 件

14,263.640 t

229.128 t 3.440 t 売却：金属くず

ｔ

1,326.798 t 9.360 t ｔ

ｔ

469.845 t

0.000 t

二次処理処理委託：混合廃棄物（廃プラ等）

800.000 t 11,032.880 t 785.718 t ｔ 18.000 m3

ｔ 18.000 m3

ｔ

137.477 t

630.000 t 0.000 t

処理委託：汚泥（セメント原料として再資源化）　※公表時は匿名

0.000 t ％

5,011.580 t 999.390 99,939.0

2,315.500 231,550.0

1,696.690 169,669.0

4,582.560 t 229.128 t 501,158.0

86.000 t 23.329 t 0.000 t

汚染土壌

23,556.650 t 22,100.450 t

272.000 t 908.640 t 1,228.000 t

0.000 t

処理委託：改質土　※公表時は匿名

％

730.230 3.3

26.330 t 22,100.450 t 1,900.210 8.6

F社 0.000 0.0

H社 0.000 0.0

I社 1,207.680 5.5

　　↑ J社 669.190 3.0

1,326.798 t K社 0.000 0.0

469.845 t L社 0.000 0.0

23,530.320 t O社 13,868.320 62.8

N社 0.000 0.0

P社 2,207.320 10.0

312.000 t 802.000 t その他埋戻し 1,517.500 6.9

1,893.887 t 100.0

搬出先：用途他
受入量

処分前保管量 処分 処分後保管量
搬出量

自社処分

がれき類

許可数量

破砕(がれき類等）
　　4,080ｔ/日

再生砕石
建設会社、建材商社へ再生砕石として売却。

↑

(b)汚泥処理から 金属くず
スクラップ業者に鉄鋼原料等として売却。

ガラスくず、
コンクリートくず
及び陶磁器くず

※受入量と搬出量との差の大部分は、「ガラ混じり残土：がれき類」から分別し
た残土部分を減量としてカウントしていることによります。

処分前保管量 工場内使用物 処分後保管量

再生砕石：計 5783.320

搬出現場件数 47

↑

処分前保管量（繰越） 残土 処分後保管量（繰越）
搬出先

搬出先

(c)浄化等施設から 異物（混合廃棄物） 混廃系中間処理業者に処理委託、
100％リサイクル。

A社
3.440

B社 0.000

金属くず：計 3.440
(a)汚染土壌処理工程へ 含水率調整のため、

自社汚染土壌処理施設へ

C社 4.680

混廃：計 9.360

処分前保管量 処分後保管量

工場内使用物

処分後保管量

自社処分

処分前保管量（繰越） 減量 処分後保管量（繰越）

受入量
処分前保管量 処分 処分後保管量

処分前保管量 工場内使用物

汚染土壌

許可数量

(浄化等処理施設）
不溶化：1,440m3日

(分別等処理施設）
異物除去： 1,920m3/

日含水率調整：
1,440m3/日
150m3/日

基準不適合土壌
(a)破砕施設発生から

許可数量

造粒固化（汚泥）
1,440ｍ３/日

自社処分

汚泥

G社 4.680

搬出先 ｔ

5,011.580

汚泥

D社

E社

(b)がれき類へ 自社破砕プラントで破砕後、再生砕石として建設
会社、建材商社に売却。

F社

汚泥：合計

セメントメーカーに、中間処理委託。セメント原料
（粘土代替）としてセメントに再生。

(c)がれき類へ 自社破砕プラントで破砕後、再生砕石として建設
会社、建材商社に売却。

ｔ

搬出量
搬出先：用途他

主として、セメントメーカーにセメント原料（粘土代
替）として再処理委託。
一部は、管理型埋立処分場の覆土材として再処
理委託。

搬出先

改質土（汚染土壌等） D社

E社

改良土：合計 22,100.450

処分前保管量（繰越） 処分後保管量（繰越）

減量



城南島第1事業所：当月（令和5年5月1日～令和5年5月31日）

産業廃棄物

12,592.600 t 7,513.991 t

20.000 t 0.000 t 128.903 t

1,758.340 t 販売：再生砕石

t

4,191.300 t 件

6,363.540 t

651.625 t 0.000 t 売却：金属くず

ｔ

161.843 t 4.680 t ｔ

ｔ

470.684 t

1.970 t

二次処理処理委託：混合廃棄物（廃プラ等）

50.000 t 4,331.780 t 37.777 t ｔ 12.000 m3

ｔ 6.000 m3

ｔ

134.063 t

0.000 t 0.000 t 0.000 t

処理委託：汚泥（セメント原料として再資源化）　※公表時は匿名

0.000 t ％

3,318.011 t 0.000 0.0

1,918.070 57.8

1,399.940 42.2

4,468.750 t 651.625 t 100.0

630.000 t 3.177 t 0.000 t

汚染土壌

22,724.880 t 23,776.780 t

526.000 t 710.107 t 1,009.000 t

0.000 t

処理委託：改質土　※公表時は匿名

％

602.840 2.5

1,337.920 t 23,776.780 t 1,508.610 6.3

F社 0.000 0.0

H社 1,254.430 5.3

I社 2,404.380 10.1

　　↑ J社 816.500 3.4

161.843 t K社 0.000 0.0

470.684 t L社 600.060 2.5

21,386.960 t O社 12,017.660 50.5

N社 0.000 0.0

P社 1,629.350 6.9

272.000 t 1,228.000 t その他埋戻し 2,942.950 12.4

2.048 t 100.0

搬出先：用途他
受入量

処分前保管量 処分 処分後保管量
搬出量

自社処分

がれき類

許可数量

破砕(がれき類等）
　　4,080ｔ/日

再生砕石
建設会社、建材商社へ再生砕石として売却。

↑

(b)汚泥処理から

ガラスくず、
コンクリートくず
及び陶磁器くず

※受入量と搬出量との差の大部分は、「ガラ混じり残土：がれき類」から分別し
た残土部分を減量としてカウントしていることによります。

処分前保管量 工場内使用物 処分後保管量

金属くず
スクラップ業者に鉄鋼原料等として売却。

(c)浄化等施設から 異物（混合廃棄物） 混廃系中間処理業者に処理委託、
100％リサイクル。

再生砕石：計 4191.300

搬出現場件数 43

↑

搬出先

A社
0.000

B社 0.000

搬出先

C社 3.120

工場内使用物

金属くず：計 0.000
(a)汚染土壌処理工程へ 含水率調整のため、

自社汚染土壌処理施設へ

G社 1.560

混廃：計 4.680

自社処分

汚泥

処分前保管量（繰越） 残土 処分後保管量（繰越）

3,318.010

セメントメーカーに、中間処理委託。セメント原料
（粘土代替）としてセメントに再生。

処分前保管量 処分後保管量

許可数量

造粒固化（汚泥）
1,440ｍ３/日

汚泥

D社

E社

(b)がれき類へ 自社破砕プラントで破砕後、再生砕石として建設
会社、建材商社に売却。

F社

汚泥：合計

処分前保管量 工場内使用物 処分後保管量

自社処分

処分前保管量（繰越） 減量 処分後保管量（繰越）

受入量
処分前保管量 処分 処分後保管量

処分前保管量（繰越） 処分後保管量（繰越）

基準不適合土壌

汚染土壌

許可数量

(浄化等処理施設）
不溶化：1,440m3日

(分別等処理施設）
異物除去： 1,920m3/

日含水率調整：
1,440m3/日
150m3/日

(a)破砕施設発生から

改良土：合計 23,776.780

減量

※汚染土壌

(c)がれき類へ

搬出量

自社破砕プラントで破砕後、再生砕石として建設
会社、建材商社に売却。

主として、セメントメーカーにセメント原料（粘土代
替）として再処理委託。
一部は、管理型埋立処分場の覆土材として再処
理委託。

搬出先：用途他

ｔ

改質土（汚染土壌等） D社

E社

搬出先

搬出先 ｔ



城南島第1事業所：当月（令和5年4月1日～令和5年4月30日）

産業廃棄物

5,915.680 t 5,867.830 t

600.000 t 0.000 t 95.543 t

1,887.370 t 販売：再生砕石

t

5,425.060 t 件

4,028.310 t

0.000 t 26.250 t 売却：金属くず

ｔ

1,256.311 t 7.800 t ｔ

ｔ

150.081 t

0.000 t

二次処理処理委託：混合廃棄物（廃プラ等）

20.000 t 2,109.440 t 128.903 t ｔ 24.000 m3

ｔ 6.000 m3

ｔ

0.000 t

0.000 t 392.000 t 16.720 t

処理委託：汚泥（セメント原料として再資源化）　※公表時は匿名

0.000 t ％

408.720 t 0.000 0.0

408.720 100.0

0.000 0.0

0.000 t 0.000 t 100.0

0.000 t 0.000 t 0.000 t

汚染土壌

25,393.200 t 25,743.140 t

※汚泥

0.000 t 912.310 t 2,098.000 t 16.720 t

0.000 t

処理委託：改質土　※公表時は匿名

％

588.450 2.3

866.120 t 25,743.140 t 2,608.980 10.1

F社 0.000 0.0

H社 0.000 0.0

I社 3,018.790 11.7

　　↑ J社 1,075.400 4.2

1,256.311 t K社 0.000 0.0

150.081 t L社 0.000 0.0

24,527.080 t O社 15,581.660 60.5

N社 0.000 0.0

P社 353.320 1.4

526.000 t 1,009.000 t その他埋戻し 2,516.540 9.8

2.420 t 100.0

搬出先：用途他

※受入量と搬出量との差の大部分は、「ガラ混じり残土：がれき類」から分別し
た残土部分を減量としてカウントしていることによります。

処分前保管量 工場内使用物 処分後保管量

工場内使用物

処分前保管量 処分後保管量

許可数量

造粒固化（汚泥）
1,440ｍ３/日

セメントメーカーに、中間処理委託。セメント原料
（粘土代替）としてセメントに再生。

受入量
処分前保管量 処分 処分後保管量

搬出量

再生砕石：計 5425.060

搬出現場件数 44

↑

搬出先

(c)浄化等施設から 異物（混合廃棄物） 混廃系中間処理業者に処理委託、
100％リサイクル。

A社
26.250

B社 0.000

自社処分

がれき類

許可数量

破砕(がれき類等）
　　4,080ｔ/日

再生砕石
建設会社、建材商社へ再生砕石として売却。

↑

(b)汚泥処理から 金属くず
スクラップ業者に鉄鋼原料等として売却。

ガラスくず、
コンクリートくず
及び陶磁器くず

金属くず：計 26.250
(a)汚染土壌処理工程へ 含水率調整のため、

自社汚染土壌処理施設へ

処分前保管量（繰越） 残土 処分後保管量（繰越）
搬出先

E社

(b)がれき類へ 自社破砕プラントで破砕後、再生砕石として建設
会社、建材商社に売却。

F社

408.720

セメントメーカーに、中間処理委託。セメント原料
（粘土代替）としてセメントに再生。 D社

C社 6.240

G社 1.560

搬出先 ｔ

混廃：計 7.800

自社処分

汚泥

汚泥

※汚染土壌

処分後保管量

基準不適合土壌

搬出量
搬出先：用途他

汚泥：合計

自社処分

汚染土壌

許可数量

(浄化等処理施設）
不溶化：1,440m3日

(分別等処理施設）
異物除去： 1,920m3/

日含水率調整：
1,440m3/日
150m3/日

受入量
処分前保管量 処分

(a)破砕施設発生から

処分前保管量（繰越） 減量 処分後保管量（繰越）

改良土：合計 25,743.140

減量

D社

処分前保管量 工場内使用物 処分後保管量

主として、セメントメーカーにセメント原料（粘土代
替）として再処理委託。
一部は、管理型埋立処分場の覆土材として再処
理委託。

搬出先 ｔ

改質土（汚染土壌等）

E社

処分前保管量（繰越） 処分後保管量（繰越）

(c)がれき類へ 自社破砕プラントで破砕後、再生砕石として建設
会社、建材商社に売却。


